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浩
瀚
な
本
で
あ
る
。

５
判
の
大
き
さ
で

頁
に
及
ぶ
大
著
で
あ

B

6
1
4

る
。
日
本
に
お
け
る
「
男
尊
女
卑
」
の
形
成
過
程
を
確
認
す
る
た
め
、
古

代
か
ら
近
代
に
及
ぶ
「
女
性
に
係
わ
る
言
説
を
集
め
、
出
来
る
だ
け
原
文

の
ま
ま
に
紹
介
」
し
た
結
果
の
ボ
リ
ュ
ー
ム
で
あ
る
。
本
書
の
目
的
は
副

題
に
明
ら
か
で
あ
る
が
、
そ
の
モ
チ
ー
フ
は
、「
男
尊
女
卑
」
が
歴
史
化

さ
れ
た
過
去
の
遺
物
な
ど
で
は
な
く
、
我
々
が
生
き
て
い
る
現
在
の
「
こ

の
社
会
の
中
に
未
だ
に
生
き
さ
ら
ば
え
て
い
る
幽
霊
の
よ
う
な
「
男
尊
女

卑
」
の
幻
影
を
、
社
会
的
事
実
と
し
て
確
認
」
す
る
意
志
に
根
差
し
て
い

る
。著

者
の
言
う
「
幽
霊
」
は
、
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
控
え
た
現
在
、
ま

さ
に
今
の
日
本
の
問
題
と
な
っ
て
い
る
。タ
イ
ム
リ
ー
な
出
版
で
あ
る
が
、

同
じ
よ
う
な
「
幽
霊
」
は
、
「
わ
き
ま
え
な
い
女
」
と
い
う
感
覚
が
生
き

続
け
る
以
上
、
く
り
か
え
し
現
れ
る
だ
ろ
う
。「
幽
霊
」
の
ゴ
ー
ス
ト
バ

ス
タ
ー
ズ
に
な
る
た
め
に
も
、
そ
う
し
た
「
幽
霊
」
を
生
産
し
続
け
る
歴

◎
紹
介

海
老
井
英
次
著

『
日
本
女
性
に
ま
つ
わ
るH

i
s
t
o
r

i
a

―
「
男
尊
女
卑
」
の
弊
風
の

中
で
、
女
性
達
は
如
何
に
戦
い
、

生
き
た
か

―
』

史
の
根
深
い
土
壌
を
探
索
し
確
認
す
る
必
要
が
あ
る
。
本
書
は
、
そ
の
探

索
の
報
告
で
あ
り
、
そ
れ
を
踏
ま
え
た
提
言
で
も
あ
る
。
そ
の
探
索
が
い

か
に
多
岐
に
わ
た
り
、
そ
の
報
告
が
い
か
に
多
く
の
論
点
を
含
む
か
は
、

目
次
の
紹
介
で
一
目
瞭
然
で
あ
ろ
う
。

は
じ
め
に

Ⅰ
「
男
尊
女
卑
」
は
ど
の
よ
う
に
形
成
さ
れ
た
か

第
一
章

神
話
と
伝
承
か
ら
歴
史
の
中
へ

一

『
古
事
記
』、『
日
本
書
紀
』
の
女
神
と
皇
后

１
伊
邪
那
美
命

２
天
宇
受
売
命

３
弟
橘
妃
と
美
夜
受
比
売

４
神
宮
皇
后

二

女
軍
と
巫
女

１
女
軍
（
吾
田
媛
、
上
毛
野
形
名
妻
）

２
巫
女
と
尼
（
様
々
な
巫
女
、
最

初
の
得
度
者
、
善
信
尼
）

三

『
律
令
』
の
制
定
と
男
女
の
在
り
方

１
「
男
女
の
法
」
と
『
養
老
律
令
』

２
孝
謙
（
称
徳
）
天
皇
と
道

鏡
法
王

四

平
安
朝
の
「
女
人
成
仏
」
と
女
流
文
学

１
慶
滋
保
胤
『
日
本
往
生
極
楽
記
』

２
紫
式
部
『
源
氏
物
語
』
、

「
紫
式
部
日
記
」

第
二
章

「
男
勝
り
」
の
イ
メ
ー
ジ
の
原
型
と
し
て
の
婦
女
達

１
袈
裟
御
前
（
貞
婦
）

２
巴
御
前
と
板
額
御
前
（
女
武
者
）

３
北

条
政
子
（
尼
将
軍
）
と
静
御
前
（
白
拍
子
名
妓
）

４
日
野
富
子
（
御
台
）

５
寿
桂
尼
（
女
大
名
）
と
、
お
田
鶴
の
方
（
女
城
主
）
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第
三
章

武
家
の
興
隆
と
婦
女
達

一

「
女
訓
」
の
新
展
開
と
「
尼
」
の
変
容

１
阿
仏
尼
「
乳
母
の
ふ
み
（
庭
の
を
し
へ
）
」

２
存
覚
上
人
『
女

人
往
生
聞
書
』

３
恵
信
尼
と
慧
春
尼

４
一
条
兼
良
「
身
の
か
た

み
」
５
『
血
盆
経
』

６
「
女
今
川
」

二

戦
国
武
将
と
婦
女
達

―
『
常
山
紀
談
』
の
婦
女
達

１
山
内
一
豊
の
妻
（
巻
之
四
）

２
妓
女
国
（
巻
之
一
一
）

３
細
川

忠
興
の
北
の
方
（
巻
之
一
四
）

４
奥
平
家
の
士
の
妻
（
巻
之
二
三
）

５
尼
崎
幸
右
衛
門
が
女
（
巻
之
二
五
）

第
四
章

江
戸
幕
藩
体
制
下
の
婦
女
達

一

「
婦
道
」
の
確
立

１
「
徳
川
百
箇
条
」

２
山
鹿
素
行
『
武
教
小
学
』

３
貝
原
益
軒

『
和
俗
童
子
訓
』
、『
女
大
学
』

二

北
村
季
吟
『
仮
名
列
女
伝
』
鄒
孟
軻
母
、
京
師
節
女
、
周
幽
褒
姒

三

『
明
良
洪
範
』
の
「
婦
人
達
」

（
一
）
武
家
の
婦
女
た
ち

１
真
田
伊
豆
守
信
之
の
夫
人

２
毛
利

豊
前
守
勝
永
が
妻

３
勝
女

（
二
）
老
女
と
姫
君

１
春
日
局
（
御
局
様
）

２
千
代
姫
君

（
三
）
庶
民
の
女
達
（
付
、「
嫉
妬
」
論
）

四

『
古
今
烈
女
伝
』
の
〈
男
勝
り
〉
の
婦
女
達

１
堀
直
太
郎
直
堯
内
室
之
事

２
土
井
大
炊
頭
利
重
家
来
佐
々
木
武

太
夫
娘
之
事

第
五
章

幕
末
か
ら
維
新
へ
の
展
開
の
中
で

一

会
津
戦
争
と
婦
女
達

１
照
姫
と
娘
子
隊
（
中
野
小
竹
、
神
保
雪
子
）

２
山
川
艶

３
新
島

八
重

二

幕
末
期
の
新
し
い
〈
女
傑
〉
達

１
高
場
乱
（
人
参
畑
の
女
傑
）

２
若
江
薫
子
（
建
白
女
）

第
六
章

明
治
維
新
以
降
の
「
婦
道
」

一

国
是
と
し
て
の
「
婦
道
」

１
明
治
天
皇
妃
美
子
皇
后

２
『
明
治
孝
節
録
』（
ま
す
女
、
そ
よ
女
、

盲
女
し
か
、
え
い
女
）

３
『
幼
学
綱
要
』（
橘
逸
勢
女
、
雄
略
天
皇
皇
后
、

原
駅
旅
舎
婢
、
安
）

４
『
婦
女
鑑
』（
美
濃
部
伊
織
ノ
妻
、
稲
生
恒
軒
ノ
妻

波
留
子
）

二

「
西
洋
列
女
伝
」
の
翻
訳

１
白
勢
和
一
郎
編
・
訳
『
泰
西
列
女
伝
』

２
エ
リ
ザ
ベ
ス
・
ス
タ

ー
リ
ン
グ
作
、
宮
崎
嘉
国
訳
『
婦
女
必
読

西
洋
列
女
伝
』

三

「
新
釈
仏
典
」
と
「
明
治
武
士
道
・
婦
道
」
に
お
け
る
「
婦
女
」
論

１
佐
藤
良
太
郎
訳
『
通
俗
仏
説
玉
耶
女
経
全
』

２
井
上
哲
次
郎
『
武

士
道
』
の
「
女
子
」
論

３
下
田
歌
子
『
に
ハ
の
を
し
へ
』
と
『
婦

女
家
庭
訓
』

四

新
ス
タ
イ
ル
の
『
婦
女
鑑
』

１
上
野
理
一
編
纂
『
皇
朝
女
子
立
志
編
』（
紫
式
部
、
師
岡
綱
治
妻
、
山

本
安
兵
衛
の
妻
、
農
婦
仙
女
、
勝
原
銀
女
、
農
夫
鐘
尾
広
助
の
三
姉
妹
）

２

渋
江
保
著
『
泰
西
婦
女
亀
鑑
』（
勇
婦
ジ
ャ
ン
・
ダ
ー
ク
）

３
『
少
女

鑑
』（
瓜
生
岩
子
、
フ
ロ
ー
レ
ン
ス
・
ナ
イ
チ
ン
ゲ
ー
ル
）

Ⅱ
「
男
女
同
権
」
を
め
ざ
し
て

第
七
章

明
治
維
新
後
の
「
婦
女
」
論
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一

開
化
期
の
「
婦
女
」
論

１
村
田
文
夫
『
西
洋
聞
見
録
』

２
島
次
三
郎
『
開
化
女
今
川
』

３
森
有
礼
「
妻
妾
論
」

４
土
居
光
華
『
近
世
女
大
学
』
、
『
文
明

論
女
大
学
』

二

開
明
期
の
「
婦
人
論
」

１
那
普
平
斯
原
著
、
堀
誠
太
郎
訳
『
婦
女
性
理
一
代
鑑
』

２
明

治
女
学
校
開
校
と
「
女
学
雑
誌
」
の
発
行

３
福
沢
諭
吉
の
「
婦

人
論
」

三

維
新
の
婦
女
の
明
と
暗

１
富
岡
製
糸
場
の
女
工
、
和
田
英
『
富
岡
日
記
』

２
「
明
治
の

毒
婦
」

―
新
聞
報
道
と
仮
名
垣
魯
文
『
高
橋
於
伝
夜
刃
譚
』

四

イ
ザ
ベ
ラ
・
バ
ー
ド
の
来
日
、『
日
本
奥
地
紀
行
』
の
発
表

第
八
章

「
女
権
」
と
「
民
法
」

一

「
自
由
・
民
権
」
と
「
欧
米
女
権
」

１
植
木
枝
盛
『
民
権
自
由
論
』
と
『
東
洋
之
婦
女
』

２
湯
目
補

隆
『
欧
米
女
権
』

３
中
山
整
爾
『
社
会
改
良

女
子
教
育
新
論
』
、

『
日
本
将
来
之
婦
女
』

４
ラ
ト
ク
リ
フ
夫
人
原
著
、
片
岡
信
訳

『
西
洋
女
大
学
』

二

自
由
民
権
運
動
と
演
説
の
時
代

１
板
垣
退
助
『
演
説
集
』
と
杉
山
藤
次
郎
『
女
権
美
談

文
明
之

花
』

２
岸
田
俊
子
（
中
島
湘
烟
）
と
景
山
（
福
田
）
英
子

三

「
民
法
典
」
か
ら
『
明
治
民
法
』
へ
の
推
移
の
中
の
「
婦
権
」

１
民
法
典
論
争
（
ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
と
穂
積
八
束
）

２
『
明
治
民
法
』
に

お
け
る
「
妻
・
女
」

３
黒
岩
涙
香
『
弊
風
一
斑

蓄
妾
の
実
例
』

第
九
章

西
洋
と
の
交
流
と
新
し
い
婦
女
像

一

キ
リ
ス
ト
教
伝
来
と
「
聖
母
マ
リ
ア
」
の
来
臨

１
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
・
ザ
ビ
エ
ル
と
「
聖
母
マ
リ
ア
」
の
伝
来

２

聖
教
史
に
誌
さ
れ
た
日
本
婦
女
達

３
「
原
罪
」
の
「
エ
バ
」
と

「
聖
母
マ
リ
ア
」
に
よ
る
「
救
い
」

二

西
洋
的
な
眼
に
曝
さ
れ
た
日
本
婦
人

１
新
渡
戸
稲
造
『
武
士
道
』
の
「
婦
人
」
論

２
鹿
鳴
館
を
彩
っ

た
三
婦
人
（
井
上
武
子
、
大
山
捨
松
、
陸
奥
亮
子
）

３
ピ
エ
ー
ル
・
ロ

チ
『
お
菊
さ
ん
』
、
「
江
戸
の
舞
踏
会
」

４
小
泉
八
雲
「
勇
子
」
、

「
お
ば
あ
さ
ん
の
話
」

５
ア
リ
ス
・
ベ
ー
コ
ン
『
明
治
日
本
の

女
た
ち
』

三

帰
国
留
学
生
の
活
躍
と
女
子
大
学
校
の
創
設

１
津
田
梅
子

２
成
瀬
仁
蔵
と
広
岡
浅
子

第
十
章

職
業
婦
人
と
「
新
し
い
女
」

一

職
業
婦
人
の
増
加

１
落
合
浪
雄
『
女
子
職
業
案
内
』

２
近
藤
正
一
『
女
子
職
業
案

内
』

３
伊
賀
歌
吉
『
婦
人
職
業
論
』

二

「
新
し
い
女
」
の
登
場

１
坪
内
逍
遥
『
所
謂
新
し
い
女
』
の
出
版

２
与
謝
野
晶
子

３

『
青
鞜
』
派
の
活
躍

―
平
塚
明
子
と
伊
藤
野
枝

４
「
新
し
い

女
」
の
ス
キ
ャ
ン
ダ
ル
化
（
吉
野
鉄
拳
禅
『
現
代
女
の
解
剖
』）

三

「
新
真
婦
人
」
と
「
新
し
い
真
の
女
」
の
新
展
開

、
、

１
新
真
婦
人
会
の
設
立
と
西
川
文
子

２
吉
田
熊
次
『
女
子
研
究
』

の
出
版

３
「
母
性
保
護
」
論
争

４
「
女
優
」
と
い
う
「
新
し



94

い
女
」

―
松
井
須
磨
子
の
活
躍
と
島
村
抱
月
「
婦
人
問
題
」
論

５
「
婦
人
参
政
権
」
問
題

そ
の
後
の
展
開
、
関
連
年
表
（
一
九
一
七
～
一
九
五
〇
）

あ
と
が
き
／
参
考
文
献
目
録
／
人
名
索
引

参
考
文
献
は
、
多
く
の
関
係
資
料
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
人
名
索
引
も
、

頁
に
及
び
、
約16

00
名
ほ
ど
が
上
が
っ
て
い
る
。

2
5本

書
は
参
考
文
献
や
人
名
索
引
と
も
相
ま
っ
て
、
「
日
本
女
性
に
ま
つ

わ
る
ヒ
ス
ト
リ
ア
」
事
典
の
性
格
を
備
え
て
い
る
。
も
ち
ろ
ん
、
日
本
女

性
に
ま
つ
わ
る
長
い
長
い
ヒ
ス
ト
リ
ア
（
神
話
・
歴
史
・
物
語
）
と
し
て
読

む
こ
と
も
で
き
る
。

ヒ
ス
ト
リ
ア
を
語
る
著
者
の
筆
法
は
、
資
料
（
引
用
本
文
）
を
以
て
語
ら

せ
る
こ
と
が
基
本
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
読
者
が
自
分
の
目
で
、
引
用
さ
れ

た
本
文
を
読
む
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。
著
者
は
、
そ
の
サ
ポ
ー
ト
役

に
徹
し
た
か
の
よ
う
に
、
要
所
に
は
自
身
の
見
解
や
解
釈
も
加
え
ら
れ
る

も
の
の
、
基
本
的
に
は
、
資
料
を
紹
介
す
る
文
脈
の
提
示
、
書
誌
情
報
を

は
じ
め
と
し
た
資
料
の
背
景
、
言
及
さ
れ
る
人
物
に
つ
い
て
の
伝
記
情
報

や
略
伝
風
の
紹
介
、
資
料
に
つ
い
て
の
追
加
情
報
な
ど
が
中
心
の
記
述
に

な
っ
て
い
る
。
右
の
う
ち
、
文
脈
の
提
示
と
は
、
た
と
え
ば
第
一
章
第
二

節
「
女
軍
と
巫
女
」
を
例
に
す
れ
ば
、
折
口
信
夫
に
よ
る
「
女
軍
」
の
説

明
を
紹
介
し
た
後
、
吾
田
媛
や
上
毛
野
形
名
妻
に
つ
い
て
の
「
日
本
書
紀
」

の
本
文
お
よ
び
現
代
語
訳
を
紹
介
す
る
よ
う
な
場
合
で
あ
る
。
ま
た
追
加

情
報
と
い
う
の
は
、
た
と
え
ば
第
二
章
第
一
節
「
袈
裟
御
前
」
を
例
に
す

れ
ば
、
『
源
平
盛
衰
記
』
の
具
体
的
な
本
文
引
用
に
加
え
、
近
代
に
お
け

る
芥
川
の
「
袈
裟
と
盛
遠
」
や
「
袈
裟
と
盛
遠
の
情
交
」
と
い
っ
た
文
章

の
意
義
や
背
景
、
さ
ら
に
「
袈
裟
御
前
」
の
類
話
と
し
て
本
書
第
四
章
の

北
村
季
吟
編
『
仮
名
列
女
伝
』
が
あ
る
こ
と
の
紹
介
な
ど
で
あ
る
。

著
者
は
「
男
尊
女
卑
」
を
「
幽
霊
」
に
見
立
て
、
死
者
で
あ
る
は
ず
の

「
幽
霊
」
が
今
で
も
生
き
て
い
る
こ
と
を
述
べ
る
が
、
本
書
を
読
め
ば
、

青
鞜
を
率
い
た
平
塚
明
子
も
「
新
し
い
女
は
日
々
に
色
々
な
幽
霊
と
、
戦

つ
て
ゐ
る
」
と
、
戦
い
の
相
手
を
「
幽
霊
」
に
比
し
て
い
た
こ
と
を
教
え

て
く
れ
る
。
右
の
引
用
文
の
直
前
に
あ
る
の
は
、「
「
今
日
」
が
空
虚
で
あ

る
と
き
、
そ
こ
に
「
昨
日
」
が
侵
入
し
て
く
る
。」
と
い
う
一
文
で
あ
る
。

「
昨
日
」
の
侵
入
を
許
す
こ
と
は
、「
今
日
」
を
空
虚
に
す
る
こ
と
に
な

る
の
で
あ
る
。「
一
時
は
出
版
を
断
念
し
た
」（
あ
と
が
き
）
著
者
が
、
本
書

の
刊
行
を
あ
き
ら
め
な
か
っ
た
の
も
、「
今
日
」
を
空
虚
に
す
る
「
昨
日
」

の
侵
入
と
し
て
の
「
幽
霊
」
の
根
絶
へ
の
強
い
思
い
を
燃
や
し
続
け
た
か

ら
で
あ
ろ
う
。
い
や
、
そ
の
前
に
、
そ
の
よ
う
な
思
い
が
な
け
れ
ば
、
そ

も
そ
も
本
書
の
執
筆
作
業
そ
の
も
の
が
支
え
ら
れ
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。

浩
瀚
な
本
書
を
貫
く
の
は
、
「
あ
と
が
き
」
に
記
さ
れ
た
次
の
祈
願
だ
っ

た
に
違
い
な
い
。

女
性
の
何
が
男
性
に
劣
る
、
と
い
う
の
で
あ
ろ
う
か
。
何
か
あ

る
な
ら
ば
、
そ
れ
を
徹
底
的
に
究
め
て
、
そ
の
虚
妄
性
を
明
ら
か

に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、
社
会
的
に
否
定

し
尽
く
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。

（
二
〇
二
〇
年
七
月

花
書
院

六
一
四
頁

五
六
〇
〇
円
＋
税
）


